
１．はじめに

新川橋は和歌山県田辺市の南東に位置し近畿自
動車道紀勢線の一環として建設された鋼橋である。
近畿自動車道紀勢線は京阪神と紀南を結び輸送
時間の短縮、一般道の混雑緩和を目的とした高速
自動車国道である。
概要を以下に示す。
工事概要
�１ 工 事 名：近畿自動車道紀勢線

新川橋上部工事
�２ 発 注 者：国土交通省近畿地方整備局

紀南河川国道事務所
�３ 工事場所 和歌山県西牟婁郡

上富田町朝来地先
�４ 工 期：平成２４年２月１４日～

平成２６年３月１０日
＊工程短縮により平成２５年８月完成

本橋は橋長１４５ｍの５径間連続少数鈑桁橋であ
る。本橋の床版形式は合成床版であり、使用する
コンクリート強度は３０N／mm２であった。コンク
リート強度が３０N／mm２以上の場合、収縮ひずみ
量の規定があったことから収縮ひずみ試験を行っ
た。
本稿では収縮ひずみ試験の問題点と対策につい
て報告する。

２．工事における問題点

国土交通省近畿地方整備局においてはコンク
リートの最終乾燥収縮ひずみは、８×１０―４以上の
場合、そのレディーミクストコンクリートの使用
を原則として認められていない。設計基準強度３０
N／mm２以上のコンクリートを対象として「モル
タル及びコンクリート長さ変化試験（JIS A
１１２９）」を行うことが規定されており、使用する
コンクリートは試験結果において２６週の測定値で
８５０μm以下の収縮ひずみ量であることが求めら
れる。この規定を満足するためには、実際に使用
する６ヶ月前にコンクリートの試し練りを行うか、
もしくは４週の結果に基づき早期判定を行うこと
が必要となる。
規定値が２６週の測定値で決められているため、
試し練りを行ったコンクリートの収縮ひずみ量を
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確認するためには、６ヶ月間必要である。４週の
結果に基づく推定式による判別もできるが、２６週
の結果と差が大きくなる可能性が有り、また推定
式も何種類かあるため、正確な収縮ひずみ量を推
定するには判断に迷うところである。
４週の結果からの推定式による判定で良という
結果が出ても、２６週の結果で規定値以上となると、
そのコンクリートは使用できない。工程が逼迫す
る工事についてはやむを得ないが、万が一長さ変
化率試験の２６週の結果が、不適となった場合、そ
こから再度試し練りを行い、２６週の結果を待つと
なると、工期遅延となりかねない。本工事の様に
鋼橋上部工の工事の場合は、工場製作期間がある
ため、推定式による判定は採用せず、２６週の結果
において判定することとした。
また、収縮ひずみ量を小さくすることはクラッ
クの発生を抑制することに有効である。よって、
コンクリートの収縮ひずみ量を小さくする対策を
講じて試し練りを行うことが必要と考えた。

３．対応策と適用結果

本工事において、コンクリートの収縮ひずみ量
を規定値以下に抑える対策として、混和剤及び混
和材の添加により、収縮ひずみ量を小さくする方
法を採用した。対応策の有効性を確認するために、
以下の４種類のそれぞれ異なったコンクリートに
ついて試し練りを行い、長さ変化率試験を行った
結果を比較し、その有効性を確認した。
（試し練り日） Ｈ２４．８．３
（試し練り配合） ３０－８－２５Ｎ
①混和剤としてＡＥ減水剤を使用
・ポゾリス１５Ｓ
②混和剤として高性能ＡＥ減水剤を使用
・チューポールＨＰ－１１
③混和剤として収縮低減型高性能ＡＥ減水剤を使
用
・チューポールＳＲ
④混和剤として収縮低減型高性能ＡＥ減水剤合わ
せて膨張材を使用

・チューポールＳＲ＋太平洋ハイパーエクスパン
以上の４種類について、試し練りを行い、長さ変
化率試験を実施した。
本工事の長さ変化率試験は公的機関（和歌山県
生コンクリート工業組合和歌山試験場）にて行い
１週、２週、３週、４週、８週、１３週、２６週につ
いて、それぞれの収縮ひずみ量を計測した。
それぞれの種類の変化率試験おいて以下のよう
な結果が得られた。
長さ変化率試験結果からコンクリートの収縮ひ
ずみ量は、ＡＥ減水剤のみを使用したコンクリー
トより、高性能ＡＥ減水剤を使用した方が、小さ
くなることが判った。
また、収縮低減型高性能ＡＥ減水剤を用いると、
より有効であることも判断できる。
さらに、膨張材を添加することで収縮ひずみが

図―２ 試し練り状況

図―３ 長さ変化率試験実施状況
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抑制できることも判った。
上記より、コンクリートの収縮ひずみ量を規定
値以下に抑えるためには、何らかの対策を講じる

必要があり、その方法として収縮低減型高性能Ａ
Ｅ減水剤や膨張材の添加が有効であると判明した。
本工事における床版コンクリートについては、
試験結果より④の収縮低減型高性能ＡＥ減水剤＋
膨張材を採用し、よりひび割れの防止を図り、将
来的な耐久性を向上させるコンクリートを目指し
た。施工の結果、床版コンクリート打設完了から
完成までの間、床版コンクリートには、有害なク
ラックは発生せず、微小なヘアクラックも発生し
なかった。これは、より収縮ひずみ量の小さいコ
ンクリートを使用したことによる効果が現れたも
のと思われる。

４．おわりに

収縮ひずみ量を小さくするためには、収縮低減
型高性能ＡＥ減水剤の使用や、膨張材を使用する
ことが有効であることが証明された。
今回様々な組み合わせで試験を行ったが、今後
良質なコンクリートとするために今回の試験結果
が一案となれば幸いです。
最後に、今回の試験に協力いただいた、和歌山
県生コンクリート協同組合、南部生コン工業㈱そ
の他混和剤、混和材メーカーの関係各位に厚くお
礼を申し上げます。

表―１ 収縮ひずみ量測定結果一覧

図―４ 長さ変化率試験測定結果

図―５ 完成した床版

＊①ＡＥ減水剤、②高性能ＡＥ減水剤、③収縮低減型
高性能ＡＥ減水剤、④収縮低減型高性能ＡＥ減水剤
＋膨張材

＊単位は μｍ
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